
Title 特集　11年度「速報」の主な記事

Author(s)

Citation 大阪大学大型計算機センターニュース. 2000, 114,
p. 3-35

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/66361

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



平庶11年度「速報」の主な記事

今月号は、本センターが平成 11年度に発行しました「速報」から、 i

（カッコ内は、発行日と Noです）。 ［ 

計算機システム利用に関する主な記事を特集としてまとめました。

ご利用に際して、ご参考にしていただければ幸いです

: -----------------------------------------------一-----------------------------一-----------------一..一_______! 

① スーパーコンピュータの効率の良い使い方 (1999. 5.11 No.288) 4頁

② 標準 Cライブラリの printf(3S) 系関数における障害について

(1999.6.9 No.289) 7 

③ AVSSとAVS/Express Vizの機能比較と移行について (1999.6.9 No.289) 11 

④ 各種媒体の変換について (1999.8.9 No.291) 18 

⑤ クロスコンパイラ用 ASLライブラリについて (1999.10. 8 No.293) 18 

⑤ FORTRAN90/SX性能改善・機能強化について (2000. 1.11 No.296) 19 

⑦ MARCおよびMENTATのバージョンアップについて (2000. 1.11 No.296) 35 

⑧ アプリケーション： Gaussian98の追加について (2000. 1.1 I No.296) 35 
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①
 

(1999.5.11 No.288) 

1 • スーパーコンピュータの課金体系

スーパーコンピュータもその周辺ワークステーションを使うのも、 CPU資源を使うと課金が発生しま

すが、スーパーコンピュータとワークステーションでは課金について差別化をしてあります。
I 
長時間使えば

涼算負担額 Iバッチ処理 計算依頼 1件ごとの CPUタイムにつき
スーパーコンピュータ使用の場合

300秒までの 1秒につき 2円
300秒を超え 900秒までの 1秒にフき l円
900秒を超える 1秒につき 0.4円

ワークステーション使用の場合

CPUタイム 1秒につき 0.08円

スーパーコンピュータ使用の場合

CPUタイム 1秒につき 2円
ワークステーション使用の場合

CPUタイム 1秒につき 0.08円

その分お得

会話型処理

5倍の差

25倍の差

ここで言うバッチ処理とは、長時間におよぶ計算を行うときにする処理です。この処理は処理す

る一連の手順を書いたスクリプトとそれを投入するコマンド(NQS:詳しくはマニュアル参照）でジョ

ブをスーパーコンピューターに投入して使います。このコマンド以外でスーパーコンピュータで作

業すると、会話型処理扱いとなります。

会話型処理というのは、対話的にキーボードから入力して処理する事です。具体的にはエディタ

での編集、コンパイル、デバッグ・・・などの処理のことです。しかし、この会話型処理ですが、一般

ワークステーションとの課金差が25倍もあります。例えば、コンパイルに5分かかるとして、スーパー

コンピュータで行うと、 2X60X5=600円、その他のワークステーションだと0.08X 60 X 5=24円で

す。なぜ25倍も課金差があるのか？それは会話型処理は限られた計算機資源の多くを占有してし

まう（当センターのスーパーコンピュータはベクトル型並列計算機なのでスカラー計算が苦手で資

源を占有してしまいます）から割高なのです。ですから、このような会話型処理はスーパーコンピュ

ータでやるのは非効率的で、周辺ワークステーションで行うのが理想的なのです。

2編スーパーコンピュータと周辺ワークステーションとの分業

前述の課金体系から、スーパーコンピュータは主計算のみをメインに使うと、課金は最小限に押さ

る事がわかります。しかし、スーパーコンピュータで動くプログラムを作るのに必要なコンパイル作業

はスーパーコンピュータでしか出来ない・・・やはりスーパーコンピュータでの会話型処理の作業は

必要不可欠である、と思われがちですが、周辺ワークステーションの中の画像処理端末(Vis) と、

スーパーコンピュータ用フロントエンドコンピュータ (up02) にはクロスコンパイラ(*l)を用

意しておりますので、スーパーコンピュータにログインして会話処理でコンパイルする必要はありま

せん。さらに、コンパイル、デバッグ、プロファイルなど GUI(*2)で処理できる統合開発環境ソフト

PSUITE(*3)もあります。プログラム開発をされる場合はぜひPSUITEをお使いください。
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スーパーコンピュータにジョプを投入する場合は、これらのワークステーションに NQSコマンドを

用意してありますので、一連のプログラム編集→コンパイル→ジョブ投入→デバッグという流れをス

ーパーコンピュータにログインすることなく作業することができます。

*1. 現在 f77コマンドに相当する Fortran77のクロスコンパイラはありません、ただし sxf90コ

マンドは Fortran77の上位互換を持っています。

*2.GUI(Graphical User Interface)文字主体の操作方法でなく、アイコン等を使った操作方

法。ネットワーク経由で使うには Xウィンドウシステムが必要です。

*3. 詳しくはマニュアルもしくは http://www.center.osaka-u.ac.jp/j/manual/p suite/参照し

てください。ネットワーク経由の利用にはXウインドウシステムの環境が必要です。

3. 実際の効率の良い計算作業の一例

スーパーコンピュータを実際に効率よく（課金を少なく）使うためには、スーパーコンピュータでの作

業を必要最小限にします。以下にその例を示します。

1. 画像処理端末(vis??)と、スーパーコンピュータ用フロントエンドコンピュータ(up02)のどちら

かに接続します。

区分／マシン ホスト名 I pアドレス 備考

画像処理嬉末 visOl 133. 1. 4. 162 
HP Visualize C200 vis02 133.1. 4. 163 

vis03 133. 1. 4. 164 
vis04 133. 1. 4. 165 
vis05 133. 1. 4. 166 
vis06 133. 1. 4.167 
vis07 133. 1.4. 168 
vis08 133. 1. 4. 169 
vis09 133. 1. 4. 170 
vislO 133. 1. 4. 171 
visdOl 133. 1. 8. 130 豊中 DS
visd02 133. 1.8. 131 豊中 OS

スーパーコンピュータ用 up02 133. 1. 4. 246 
フロントエンドコンピュータ

NEC UP4800/760 

＊すべて計算機センター外から利用の場合、ホスト名.center.osaka-u.ac.jpが必要

2. プログラムに必要なソースファイルなどをエディタで編集します。 visとup02には muleという

エディタがあります。（スーパーコンピュータの emacsと同等の機能）があります。

＊その他にもスーパーコンピュータには無い GNU版 tarや tcsh、画像関係などの

PDSが用意されています。

3. コンパイルを行います、ただし通常の f90,ccコマンドでコンパイルを行うとスーパーコンピュー

タでは実行不能となります。必ず、 sxf90,sxcc,sxldのクロスコマンドを実行してください。（注

意：IMSL等特別なライプラリを使用する場合はスーパーコンピュータでコンパイルする。）
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4. スーパーコンピュータのジョブ投入用スクリプトを用意します。このスクリプトを NQSコマンドを

使って投入します。これがバッチ処理です。以下にスクリプトの例と解説を示しますので参考

にしてください。

#@$ -NQSオプション

詞＄—qp4

#@$-me 

ジョブをp4のキューに投入する

p4の他に，p8,p16があります。 4,8,16は

CPU数です。クラスによって換算係数が変

わります、詳しくは手引きか classコマンドを

参照してください。

＃
 

> output 

NQSオプションの終了

これ以降の記述コマンドがスーパー

コンピュータで実行されます。

""""" 

5. NQSコマンドの投入例

以下の図のように NQSコマンドでジョブをスーパーコンピュータに投入します。あとは計算が終了

するのを待ち研究室で終了通知メールを待ちます。

終了通知メールを送信する

.forwardが無いとセンターのアカウント宛に

送信されます。 -muで送信先アドレスも可

クロスコンパイルコマンド

90: vec(l): lesl.f90, I ine S:)レープ全体をペクトル化する
90: lest. f90, sub: There is 1 diagnosis. 
is01 /usr1/w60126/TESTく90)芯qsubnqs.scripl 
equest 44047.ccsx40 submitted to queue: p4. 
is01 /usr1/w6012S/TESTく91>災qslalr 
======================================= 

NQS {R08. 10) BATCH REQUEST HOST: ccsx40 

NAME OWNER QUEUE PRI NICE MEMORY TIME STT J ID R 

nqs. scr* w60126 PM 

NQSコマンド＊

スーパーコンピュータにジョプを投入

し(qsub)、実際に動いているのを確認

(qstatr)しています。

3 1 0 45 1 2 0 . 5 2 1 RUN 257 -

*NQSコマンドの概説

コマンド 解説 使用する場面

qsubくガ'Je> バッチリクエストの投入 ジョブを SX4に投入しバッチ処理させるとき

qstatr リクエストの状態表示 投入したジョブの状態を知りたいとき

qdel リクエストの削除 投入したジョブを途中で止めたいとき

qstatq キューの状態表示 SX4のキューの混雑状態を見たいとき

コマンドの詳細は SX4マニュアル、もしくはオンラインマニュアルを参照

大阪大学大型計算機センターニュース
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② 

(1999.6.9 No.289) 

SX-4 Cプログラムにおいて標準Cライブラリのprintf(3S)系関数に以下の障害が発生することが判明い

たしました。障害の発生期間、内容と障害の見え方、発生条件および、障害の原因をお知らせいたします。

本障害については、平成 11年4月5日（クロス開発環境については平成 11年4月27日）に printf(3S)

系関数の修正物件を適用済みです。

1. 障害発生期間

平成9年1月6日～平成 11年4月5日

（クロス開発環境版については、平成 11年4月27日まで）

上記期間中に SX-4あるいはクロス開発環境でコンパイル・リンクされたCプログラムの実行形式

モジュールは以降で説明する条件を満たしている場合に本障害の対象となりますので、再度コンパイ

ル・リンクをお願い致します。

2. 障害内容と見え方

floatOモード(IEEE浮動小数点形式）を利用し、 printf(3S)系関数で変換指示子%f(%F),%g(%G)を指

定してfloat型（単制度浮動小数点）， double型（倍精度浮動小数点）データを出力（変換）する場合に、

出カデータを浮動小数点データでない整数や不正な文字列として出力することがあります。本障害の対

象となる printf(3S)系関数を表lにまとめます。

表 1 障害の発生する printf(3S)系関数一覧

ライブラリ

Jibe.a 

libw.a 

次に、本障害が発生した場合の見え方について説明します。ここでは、 IEEE浮動小数点形式の非数

(NaN:Not a Number, infinity)と非数以外の浮動小数点データを単に「浮動小数点データ」と呼び区別

します。また、 printf(3S)系関数の%f(%F)指定で出力される形式を浮動小数点形式、 %g(%G)指定で出

力される形式を指数形式と呼んで区別します。

障害の見え方には2通りの見え方があります。これは printf(38)系関数に指定した引数の値に依存し

ます。

大阪大学大型計算機センターニュース
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(1)引数の値が浮動小数点データの場合

通常は浮動小数点形式(%f,%F)または、指数形式(%g,%G)で出力されますが、必ず整数として出力

されます。図 lに例を示します。不正結果の%f,%gの出力結果が異なるのはprintf(3S)内の処理の

違いによるものです。

図1 浮動小数点データの例

d=0.00005; 

p1'intfC'valuel = %g¥n", d); 

printfC'value2 = %f¥n", d); 

正しい結果

value 1 = 5e-05 

value2 = 0.000050 

(2)引数の値が非数の場合

不正結果

value 1 = 500000 

value2 = 50 

通常は"nan'',"inf'(または、 "infinity")などの文字列で出力されますが、不正な文字列 "O.nan'',

"O.inf'として出力されます。図2に例を示します。正しい結呆では%f,%gの出力結果は同じとなり

ますが、障害発生時は%f,%gで結果が異なります。これは、 %f,%gの既定値の精度は共に 6桁です

が、 %gは後尾のゼロを表示しないためです。

図2 非数(NaN,infinity)の障害の見え方

d = strtod("-nan", NULL); 

printf("valuel = %g¥n", d); 

printf("value2 = %f¥n", d); 

正しい結果

valuel = -nan 

value2 = -nan 

valuel = -0.nan 

value2 = -0.nanOOO 

d = strtod(" -infinity", NULL); 

printf("valuel = %g¥n", d); 

printf("value2 = %t¥n", d); 

正しい結果

valuel = -inf 

value2 = -inf 

不正結果

valuel = -0.inf 

value2 = -0.infOOO 

本障害は、 floatOモードの longdouble型データ (4倍精度浮動小数点）や floatlモード， float2

モードを利用するプログラムに影響ありません。また、本障害はプログラムの計算途中に誤りがある

のではなく、計算結果を出力する場合に誤りがあります。計算結果を数値データのままファイルなど

に保存されている場合には影響ありません。

大阪大学大型計算機センターニュース
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3. 発生条件

腔害発生の条件は次のようにまとめられます。下記条件(a),(b),(c)をともに満足する場合に障害が発

生する場合があります。「場合がある」という表現は条件(c)の不正メモリの内容に依存して障害が発

生するためです。

(a) floatOモード(IEEE浮動小数点形式）を利用する場合

(b)表 1に述べたpl'intf(3S)系関数を使用し変換指示子%f(%F),%g(%G)を指定してfloat型（単精度

浮動小数点）， double型（倍精度浮動小数点）データを出力（変換）する場合

(c)条件(a),(b)を満足した場合、 printf(3S)系関数が不正なメモリ内容を参照し、そのメモリ内容によ

って障害が発生します。

不正なメモリ内容にどのように依存するかについては 4. 障害原因をご参照ください。

4. 障害原因

障害の原因は、printf(3S)系関数の共通処理の中で出力形式変換を判断する処理に誤りがあり引数の

値が浮動小数点データであるのに非数と判断したり、非数を浮動小数点データと判断することがある

ためです。図3にprintf(3S)系関数の処理概要を示します。 printf(3S)系関数では先ず、引数の値を文

字列展開します（処理①）。次に引数の出力形式変換の有無を決定（処理③）するため引数の非数(NaN,

infinity)検査を実施します（処理②）。引数が浮動小数点データの場合（処理④）は、小数点位置の位

置決め浮動小数点形式や指数形式への変換処理を実施し、引数が非数の場合（処理⑤）は、再度"nan",

"infinity''の文字列を処理します。本障害では、処理②の検査に誤りがあり処理③の判断で引数が浮動

小数点データであるのに非数と判断し出力形式変換を実施せずに整数で出力したり、引数が非数であ

るのに浮動小数点データと判断し文字列に対して不要な小数点位置決めを実施していました。

図3 printf(3S)関数の処理概要

①

②

 

⑤
 

④ 

NaN, infinity 

通常の浮動小数点データ）

⑥
 変数値の出力
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図4にprintf(38)系関数の不正メモリ参照のイメージを示します。図は、ユーザプログラムがprii1tf0

関数を呼び出し、 printfO関数から非数の検在関数 chkOを呼び出した状態を表します。図の右側は関

数のスタック割り当てと変数の割り当て状態を示します。 prii北fO関数はユーザプログラムからの引数

zlを変数dに保存し、保存した値を chkO関数に指定しますが、このとき変数dの代わりに誤って変

数 ldをchkO関数に渡していました。変数dと ldはメモリを共有しますが、変数 ldは変数dの後

8バイト（図中点線の部分）を余分に参照します。つまり double型データを誤って longdouble型デ

ータとして chkO関数に指定していました。このとき chkO関数の引数の型は double型のため関数呼

び出し処理の中で不定メモリの内容を含むlongdouble型データからdouble型データヘのキャストが

発生し、ユーザプログラムから渡された引数の値と異なる値を chkO関数へ渡し非数の検査を実施し

ていました。 chkO関数の検在は、検~する浮動小数点データの指数部の値により浮動小数点データ，

非数を判定します。指数部(11bit)のビットが全て ON(Ox7ft)のとき非数と判断します。従って、ユー

ザプログラムからの引数zlの値と不正に参照するメモリ (8byte)の内容に依存して障害が発生する

ことになります（図 5参照）。

図4 不正メモリ参照のイメージ

ユーサ＇プログラム

printf("valuel = % f¥n,d); 

スタック

仁
printf(char *f, void zl , ....) 

｛ 

enum ( 

doubled; 

long double Id; 

d = zl; 

、 Y ノ

Id 

chk(ld); I Y I 

int chk(double y) 

｛ 

非数の判断

｝ 

図5 不正メモリの影響

変数aの領域8byte

口キャスト

long double型

NaN,infinityを検査する値

double型
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③
 

(1999.6.9 No.289) 

1 • はじめに

可視化アプリケーション AVSの後継ソフトである AVS/Expressが登場してから、 5年が

経ちました。 AVS/Expressは、従来の AVSと共通点も多い反面、アーキテクチャーが異な

るため、従来の AVSの資産をそのまま移行することはできません。しかし、一方で、従来

のAVSにはなかった様々な機能があります。 WindowsPCでの利用も可能です。

AVS/Expressには 2つのエデイションがあります。一つは、 VisualizationEditionです

（通称AVS/ExpressViz)。これは、一般エンド・ユーザーのための可視化ツールになって

います。もう一つは、 DeveloperEdition(通称AVS/ExpressDeveloper)です。これは、本

格的なアプリケーションを開発するためのツールです。従来の AVSと同じ位置づけにある

のがAVS/ExpressVizです。

ここでは、 AVSのバージョン 5 (AVS 5) とAVS/ExpressVizを比較するとともに、ど

のように移行すればよいかについて説明します。

2. AVS/Express Vizの機能拡張

AVS5からの主な機能拡張について紹介します。

(1) 時系列データヘの対応

フィールド・ファイル・フォーマットと UCDファイル・フォーマットが時系列（複数ス

テップ）用に拡張されています。読み込みモジュールも拡張され、このファイルを連続的

に読み込み、アニメーション表示することが可能です。

(2) フィールド・データと UCOデータの統一

AVS5では、モジュール間を受け渡しするデータとして、フィールド・データと UCDデ

ータがあり、それぞれ、別々のモジュールが処理していましたが、 AVS/Expressでは、両

者ともフィールドというデータ・タイプに位置づけられ、前者を構造化フィールド、後者

を非構造化フィールドとしています。その結果、いくつかのモジュールは、同じ入カポー

大阪大学大型計算機センターニュース -11-
Vol. 29 No. 3 2000 -2 



トから両方のタイプのデータを入力し、同じ処理を行います。

(3) NULLデータ

ある値を NULLデータと して設定することができ、いくつかのモジュ ールは NULLデー

タを除外して処理します。例えば、流体計算で障害物がある場合は、そこの格子点の値を

特定の値（例えば 0や-999) にしておき、その値を NULLに設定することにより、障害物

を抜いて表示することができます。図 lは、タービン翼の回りの流れの可視化で、黒抜き

のところがタービン翼です。

図 1NULLデータを使った障害物の処理

(4) 2次元データに対する処理の強化、モジュールの組み合わせの多様化

AVS5では、多くの可視化モジュールが 3次元データのみを対象としていましたが、

AVS/Expressでは 3次元と 2次元の両方のデータを扱うモジュールが増えま した。ま た、

モジュールの出力に関しても、 AVS5では、幾何形状データを出力するか、フィールド ・デ

ータ （または UCDデータ）を出力するかのどち らかで したが、 AVS/Expressはその両方

を出力します。その結果、モジュ ールの紐み合わせが多様になりました。

例えば、図 2のよ うな任意断面のライン・コンター（等数値線）表示が可能です。 AVS5の

arbitrary slicerモジュールは幾何形状データのみを出力するため、断面のシェーデイン

グ・コンターのみを表示するだけでしたが、 AVS/Expressの slicerモジュー ルは断面を 2

次元のフィ ールド ・データとして出力し、それを入力した isolineモジュールが断面上にラ

イン・コンターを表示します。
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図2任意断面のライン・コンター表示

(5) グラフ・モジュールの強化

グラフの部品モジュ ールが提供されています。これを組み合わせることにより、多様な

グラフ表示が可能です。

(6) イメージ・フォーマットの強化

AVS独自のイメージ・フォーマット以外に以下のイメージ・フォーマットに対応してい

ます。

Bitmap, GIF, JPEG, PBM, SGI Image, SUN Raster, Tiff, PostScript 

ベクタ ーPostScriptにも対応しています。また、動画ファイルとして、 MPEGやAVIを

作成することも可能です。

(7) 2次要素のサポート

UCDデータで 2次要素をサポートしています。シェーデイング・コンタ ーやライン・コ

ンタ ーは中間節点の値を反映して表示されます。

(8) GUI部品の提供

ボタンやスライダーなどの GUI(グラフィカル・ユーザー・ インターフェ ース）を作成

するためのモジュ ールが提供されています。これらを使えば、様々な GUIを簡単に構築す

ることができます。
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(9) その他の新しいモジュール

新しく追加されたモジュールとして以下のようなものがあります。

● ソリッド・コンター

ノード間を滑らかに補間するのではなく、 一定の範囲の値で色を塗り分けたコンタ

ー表示をします。（図 3)

図3 ソリッド・コンター表示

● isovolume 

isovolumeは等数値面 (isosurface) と似ていますが、特定の値の領域だけでなく、

ある値以上（または以下）のすべてボクセルを表示し ます。図 4は水素分子の電子

密度分布の表示ですが、外部境界に接触するような等数値面では、そこで穴が空い

た状態になるのに対して、 isovolumeは蓋をします。

図4isovolume表示
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• GISモジュール

地図情報処理を行ういくつかのモジュールがあります。世界の地図データを生成す

ることのできる GISWorldDataBankや、それを投影するための GISMapTransform

などがあります。

• data math, coordinate mathモジュール

フィールド・データの各データ成分や座標値の各成分に対する四則演算を行うこと

ができます。例えば、 datamathでは、パラメータとして次のように数式を記述で

きます。

#1 +#2 * 5 

これは、 1番目の入カポートのデータに 2番目の人カポートのデータを 5倍したも

のを足して出力することを意味します。

• VRML出力

幾何形状データを VRMLフォーマットで出力することができます。

3. 機能比較表

以下は、 AVS/ExpressVizとAVS5を機能を大まかに比較したものです。機能に関しては

差のある項目のみリストアップしています。

AVS5 AVS/Express Viz 

プラットフォーム

Super Computer ◎ 

゜
(NECのみ）

UNIXワークステーション ◎ ◎ 

Windows PC X ◎ 

Windows Linux 

゜
(Intelのみ） X 

機能

リモート・モジュール機能 ◎ X 

時系列データ X ◎ 

NULLデータ X ◎ 

2次元データの可視化 △ ◎ 

グラフ △ 

゜イメージ・ファイル △ ◎ 

動画ファイル X ◎ 

2次要素データの可視化 △ 

゜GUI構築

゜
◎ 

ソリッド・コンター X ◎ 
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isovolume X ◎ 

GIS X 

゜データ値、座標値の四則演算 X ◎ 

VRML出力 X 

゜パーティクル・トレース ◎ 

゜
（流線表示に問題あり）

カラムデータの読み込み

゜
◎ （ツールあり）

日本語メニュー X 

゜＊◎優れている O櫻能あり△閉題あり X楼能なし

4. AVS5から AVS/Expressへの移行

AVS5のユーザーがAVS/ExpressVizを利用するにあたって、いままでの資産をどのよう

に移行すればよいかについて説明します。ここでの内容は、 AVS/ExpressVizとDeveloper

の両者に共通ですので、 AVS/Expressへの移行として説明します。

(1) データ・ファイル

AVS5のファイル・フォーマットは AVS/Expressと共通です。 AVS5で読み込むために

AVSのフィールド・ファイル、 UCDファイル、ジオメトリ・ファイル、およびイメージ・

ファイルを作成していれば、そのまま、 AVS/ExpressVizで読み込むことができます。

(2) モジュール

UNIX版に限り、 AVS/Express上でほとんどの AVS5のモジュールが動作します (AVS

5のモジュールがそのマシンにインストールされている必要があります）。自作のモジュー

ルについても同様です。ただし、 CLIなど一部の機能は使用できません。また、 AVS5上

で実行するのに比べてパフォーマンスが落ちます。

UNIX版に限り、 AVS5で保存したネットワーク・ファイルをそのまま読み込むことがで

きます。このときは、 AVS_Compatのメニューを使用します。各モジュールがインストー

ルされていれば、多くの場合、 AVS/Express上で再現することができます。

AVS5のモジュールを AVS/Express上で利用したいケースとしては、 AVS5での可視化

にAVS/Expressの新しいモジュールを加えたいケースが考えられます。 AVS5のデータ構

造と AVS/Expressのデータ構造が異なるため、 AVS5のモジュールと AVS/Expressのモジ

ュールを混在して使用する場合は、データ変換のためのモジュールを使用する必要があり

ます。
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基本的には、 AVS/Expressを利用する際は、 AVS5のモジュールではなく、 AVS/Express

のモジュールでネットワークを組み直すことをお勧めします。 AVS/Expressには、仕様が

多少異なりますが、一部を除き、 AVS5で提供されているものに対応するものが用意されて

います。これを組み合わせて、ネットワークを作り直すことになります。

(3) モジュール開発

UNIX版であれば、前述のように、多くの場合 AVS5での自作モジュールをそのまま実

行することはできますが、パフォーマンス向上や、 AVS/Expressの機能を有効に使うため

には、 AVS/Expressのモジュールとして作り直すことをお勧めします。残念ながら、モジ

ュールのプログラミング方法は、 AVS5とAVS/Expressでは異なりますが、 AVS5で実現

できたことは AVS/Expressでも実現可能です。

(AVSSでの形状俎力のための GEOM閑数に柑当するいのがAVS/Expressではあり患せ

ん。しかし、 11ガ壊にリリース予定のAVS/Express4.3では従供される予定です。）

5. 日本語マニュアル

日本語マニュアルとして、以下のものが CD-ROM(PDFファイル）で無償提供されてい

ます。

0 チュートリアル・ガイド

基本操作や代表的なモジュールの利用例が紹介されています。

(AVS/Express 4.2からは新規購入には製本版がバンドル提供されています。）

R ユーザーズ・ガイド

ファイル・フォーマットや操作方法の詳細な説明があります。

0 デベロッパーズ・ガイド

モジュール開発に関する説明があります。 (AVS/Express4.2から登場）

（（株）ケイ・ジー・ティー 吉川慈人）
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④
 

(1999.8.9 No. 291) 

本センター本館 2階のワークステーション室には、各種媒体の変換装置を設置してあり

ます。これらの装置を用いることにより色々な媒体からの入出力が行え、データをセンタ

ーの unix機より利用することが可能です。また、フォーマットには時間のかかる場合があ

るので、なるべくフォーマット済みの媒体をお持ちください。

Win95 MacOS unix 備考

1. 3GB DDS 

4mm DAT 2GB DDS 

(DDS データ 4GB DDS2 

カートリッシ') 12GB DDS3 

8mm 5GB 112m 

データカートリッシ‘ 7GB 160m 

CD 

゜ ゜ ゜CD-R 

゜CD-RW 

゜1/4インチCGMT 525MB 

640KB 640KB 

FD  720KB 720KB 

3. 5インチ 1MB 1MB unix:5.25インチも対応

1.44MB 1.44MB 1.41MB 

Wm95: 読みのみ

128MB 128MB MacOS: 他機互換保証なし

MO  230MB 230MB 

540MB 540MB 

640MB 640MB 

OpenMT 

゜
IBMフォーマット

PD 640MB 

ZIP 100MB 100MB 

〈システム管理掛〉

⑤
 

(1999.10.8 No.293) 

ASLライブラリがSX4のクロスコンパイラから利用できるようになりました。これにより従来は SX4

で行っていた ASLライブラリのリンク処理もスカラー処理の得意なワークステーションで行えます。

なお、クロスコンパイラが用意されているホストは visOl~vislO,visdOl, visd02, ccup02です。

/usrl/local/sx/1 ibO f loatO 

/usrl/local/sx/1 ibl floatl 

/usrl/local/sx/1 ib2 f loat2 

/usrl/local/sx/1 ib 1 ibOへのリンク

コンパイル例 (floatO)

sxf90 -o samp samp. f /usrl/local/sx/1 ib/asl 

（システム管理掛）
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⑥
 

(2000.1.11 No.296) 

FO附囮N90/SXのバグ修正を含むコンパイラのリビジョンアップに伴い、以下の性能改善及び機能強化を併せ

て行いましたのでお知らせします。

FO町訊N90/SXコンパイラにおいて強化した内容とそれ以前に改善・強化した部分を含んで説明します。

まず、以下の改善を行っています。

・コンパイル性能改善

・行列積ライブラリ呼び出しを強化

・文字型比較および文字型代入の実行性能改善

・ベクトル化の解析を強化

・組込み関数 MODULO、RESHAPE、1RANSFERおよび SPREADの最適化を強化

その他、以下の機能強化を行っております。

(1)最適化診断メッセージの追加

ループ変形などの最適化や自動並列化が行われなかったときの理由を表示する、以下の最適化診断メッセ

ージが追加されました。

No. メッセージ

1011 Too large to optimize --reduce program or loop size. 

ループまたはプログラム単位が大きすぎる。

1017 Subroutine call prevents optimization. 

サブルーチン呼出しがあるため最適化できない。

1019 Feedback of scalar value from one loop pass to another. 

スカラ変数が異る繰り返しで定義した値を参照している。

1025 Reference to this function inhibits optimization. 

最適化を阻害する関数呼出しがある。

1033 Potential multiple store conflict --use directive if OK. 
同一の配列要素に対して定義が複数回行われる可能性がある。

(nosync/nodepを指定すれば最適化を行う）

1034 Multiple store conflict. 

同一の配列要素に対して定義が複数回行われる。

1036 Potential feedback -use directive or switch if OK. 
異る繰り返しで定義された値を参照している可能性がある。

(nosync/nodepを指定すれば最適化を行う）

1037 Feedback of array elements. 

異る繰り返しで同一の配列要素を定義／参照している。

1038 Loop too complex --optimization of this loop halted. 

ループが複雑なため最適化できない。

1041 Internal error detected --please report. 

最適化の内部エラーが発生した。

1056 Loop nest too deep for optimization. 

ループのネストが深すぎるため最適化できない。

1057 Cornpl icated use of variable inhibits loop optimization. 

変数の定義／参照が複雑で最適化できない。

1059 Unable to determine last value of scalar temporary. 

スカラ変数の終値が確定できない。

1061 Use of scalar under different condition causes feedback. 

スカラ変数が異る条件下で参照されている。

1062 Too many data dependency problems. 
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データ依存が多すぎるため最適化できない。

1082 Backward transfers inhibit loop optimization. 

逆方向分岐があるため最適化できない。

1083 Last value of promoted scalar required. 

作業配列化されたスカラ変数の終値保証が必要である。

1084 Branch out of the loop inhibits optimization. 

ループからの飛び出しがあるため最適化できない。

1097 This statement prevents loop optimization. 

最適化を阻害する文である。

1117 Indirect branch inhibits optimization of loop. 

間接分岐があるため最適化できない。

1118 This I/0 statement inhibits optimization of loop. 

最適化を阻害する入出力文がある。

1128 Branching too complex to optimize at this optimization level. 

分岐が複雑で最適化できない。

1130 Conditional scalar inhibits optimization of outer loop. 

条件下で定義されるスカラ変数が外側ループの最適化を阻害している

1131 User function references in iteration count inhibits optimization. 

利用者定義の関数参照が最適化を阻害している。

1166 Equivalence of scalar inhibits optimization --use directive if ok. 

EQUIVAIENCEされたスカラ変数が最適化を阻害している。

(NODEPを指定すれば最適化を行う）

1268 Use of pointer variable inhibits optimization. 

ポインタ変数があるため最適化できない。

1282 This store into array inhibits optimization of outer loop. 

配列への代入が外側ループの最適化を阻害している。

1285 Not enough work to justify concurrency optimization. 

ループ中の作業量が少ないため自動並列化しない。

1298 Use of loop index outside the loop inhibits optimization. 

ループの指標変数が）レープ外で参照されているため最適化できない。

1299 Redefinition of loop index in loop inhibits optimization. 

ループの指標変数がループ内で再定義されているため最適化できない。

1300 Assumed—size private arrays inhibit concurrency. 
大きさ引継ぎ配列があるため並列化できない。

1339 User parallel directives inhibit optimization. 

並列化制御オプションが指定されているため最適化しない。

1376 User function reference inhibits optimization. 

利用者定義の関数参照があるため最適化できない。

1377 Must synchronize to preserve order of accesses. 

同期制御が必要である。

1378 Too many synchronizations needed. 

同期制御が多数必要なため並列化しない。

1380 User function references not ok without CNCALL directive. 

利用者定義の関数参照があるため並列化できない。

1382 Subroutine calls are handled only when CNCALL directive is used. 

サブルーチン呼出しがあるため並列化できない。

1387 Overlapping EQUIVAIENCEd variables inhibit concurrency. 

EQUIVAIENCEされた変数間に重なりがあるため並列化できない。

(2) f90詳細オプション平に次のb/nbサブオプションを追加しました。

-Pb 実引数の文字定数の末尾に Ox20(空白文字）を追加する。

-P nb実引数の文字定数の末尾に OxO(ヌル文字）を追加する（既定値）。
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(3)最適化診断メッセージ追加

配列代入を融合したことを示す次の最適化診断メッセージを追加しました。

メッセージ番号： 11 
和文メッセージ：配列代入を融合した。 ： 1 ine /1/ -/2/ 
英文メッセージ： Fused array ass igrunents. : 1 ine /1/ -/2/ 
説明：連続した配列代入を融合した。 /1/は開始行、 /2/は終了行である。

(4)実行時におけるエラーのメッセージ変更

実行時に出力される、 50番のエラーメッセージを以下のように変更しました。

（和文）入出力文の実行中、システムルーチンの実行でエラーが検出された

UNIT=nn [FILE=name] REC=rrrrrr 
message(system#xxxxxx) 

（英文） Error detected in system routine UNIT=nn [FILE=name] REC=rrrrrr 
message (system#xxxxxx) 

外部ファイル装置nnに割り当てられた外部ファイル(name)のrrrrrr番目の記録を入出力しているとき、

システムルーチンがエラーを検出した。

ここで、 messageは、検出されたエラー(errno)の内容

systemは、エラーを検出したシステムコール名

xxxxxxは、エラーを検出したシステムコールを呼び出している関数の内部番号である。

(5) SYSTEM(3F)の機能強化

SYSTEM紺み込みサブルーチンを、組込み関数としても使用できるようにしました。

関数名 引用方法 関数の型 機能概要

system system(cl) 基本整数型 文字列clをシェルに入力として渡して実行する。

関数の返去fl1直は、 clの返去開直である。

(6)使用可能なCPU数を返す関数追加

使用可能な CPU数を返す以下の関数が追加されました。

関数名 引用方法 関数の型 機能概要

maxcpu_num maxcpu_num 0 整数型 使用可能な最大CPU数を返す

i cpu_num i cpu_num () 整数型 優先的に使用可能なCPU数を返す

(7)編集リスト

f90 コマンドオプション—R5、あるいは f90 詳細オプション-L のサブオプション fmtlistを指定すること

により編集リストを出力することができます。（付録Aを参照）

f90オプション —R5 
f90詳細オプション -L [fmtlistlnofmtlist] 

編集リストにはループ構造とそのループ構造のベクトル化／並列化状況が表示されます。

(8)コンパイラ指示行強化

付録Bを参照。

(a)範囲指定コンパイラ指示行

範囲指定コンパイラ指示行を使用できます。

この指示行を使用することにより、指示オプションが有効となる範囲を

直後の文だけではなく、手続の終わりまでとすることができます。
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範囲指定コンパイラ指示行の形式は、次の通りです。

自由形式：

!CDIRRコンパイラ指示オプション並び

固定形式：

!CDIRRコンパイラ指示オプション並び

あるいは、

*CDIRRコンパイラ指示オプション並び

*ODIRRコンパイラ指示オプション並び

範囲指定コンパイラ指示行には、以下のオプションは指定できません。

ASSERT 

OVERLAP/NOOVERLAP 
PERMITTATION 

IEXPAND/NOEXPAND 
並列化制御オプション

(b)配列式用コンパイラ指示オプション

配列式用コンパイラ指示オプションを使用することにより、配列式に対する自動ベクトル化と自動並

列化を制御できます。

配列式用コンパイラ指示オプションの形式は次の通りです。

ARRAY(lSIVIPI*!, lSIVIPI*!, ...) 

!SIVIPI*!, lSIVIPI*!, ... は、次元に対応します。

文字の意味は以下の通りです。

S: ベクトル化の対象にも並列化の対象にもしない。

v: ベクトル化の対象にする。

P: 並列化の対象にする。

＊：ベクトル化、並列化のどちらを適用するかコンパイラに任せる。

配列式用コンパイラ指示オプションは、コンパイラ指示行に単独で指定されなければなりません。

(c)自動並列化制御用指示オプション

CONCURオプションを強化します。次の形式です。

CONCUR [ (!FOR [ =n] I BY =ml) ] 

直後の文に現れる配列式または00ループを自動並列化する場合、 FOR[=n]で並列化するかBY=mで並

列化するかを指定できます。 nとmはスカラ定数でなければなりません。

(9)サマリリスト及びオプション指示行強化

-pvctlの以下のサブオプションがサマリリストに出力されるようになりました。また、同サブオプション

はオプション指示行に指定可能になりました。

assoclnoassoc 

innerlnoinner 

parcaselnoparcase 
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parthreshold[=n] 
for[=n]lby=n 
cncal l=name[, name[. ... ]] 

res=[whole lparuni t I no] 

vchglnovchg 

(10)組込み関数のインライン展開強化

次の組込み関数で、実引数の形状が7次元までインライン展開を行います。

叫 ,ANY,COUNT,M閾 AL,MINVAL, PRODUCT, SUM, MAXLOC, MINLOC, 
CSHI門',EOSHI門，PACK,UNPACK, SPREAD 

(11)配列式で使用する作業配列の削減

実引数並びや入出力並び中の配列ポインタ名や形状引継ぎ配列名に対して、次の f90 詳細オプション—cont

を指定することにより、作業配列を使用しないようにします。

-cont 実引数並びや入出力並び中の配列ポインタ名や形状引継ぎ配列

名を常に連続として使用していることを指定する。コンパイラは、その変数に対して作業配

列を使用しない。

-Ncont 実引数並びや入出力並び中の配列ポインタ名や形状引継ぎ配列

名を常に連続としては使用していないことを指定する（既定値）。

コンパイラは、その変数に対して作業配列を使用する。

注意） プログラムの中で配列ポインタを不連続に使用している場合に、―contを指定すると、プロ

グラムの実行は保証されません。

(12)複素数除算オブジェクトの改善

• 複素数／実数の演算で実数の絶対値が非常に大きいか非常に小さい場合、浮動小数点オーバーフローや

浮動小数点アンダーフローが発生しないオプジェクトを生成します。

•複素数除算で除数の複素数の実部や虚部の絶対値が非常に大きいか非常に小さい場合、次の f90 詳細オ

プション—pa を指定することにより、浮動小数点オーバーフローや浮動小数点アンダーフローが発生

しないオブジェクトを生成します。

-Pa 単精度、倍精度の複素数除算に対して精度を優先したコードを生成する。

-P na 単精度、倍精度の複素数除算に対しで性能を優先したコードを生成する（既定値）。

注意） —Pa 指定時は、単精度、倍精度の複素数除算に対してライブラリ呼び出しのコードを生成するた

め、 -Pna指定時（既定値）に比べ、実行性能が低下します。

(13)モジュールのオブジェクト改善

初期値を持つモジュールを含むアーカイブファイルと、モジュールの引用を含むオブジェクトファイルを

リンクする際、モジュールの引用側に初期値を反映します。

(14) 2Gバイト越えデータのシンボリックデバッグ

2Gバイトを越える大きさの共通ブロック、構造型、および配列に対して、シンボリックデバッグ機能が利

用できます。

(15)条件式がループ内で不変なIFの最適化が強化され、 IFがネストしている場合も最適化されるようになり

ました。

(16)ある条件で実行される除算が、最適化の式の変形によって無条件に実行されるようになり、その結果、ゼ

口除算例外が発生するようになった場合、除数が次の条件を満たす場合にかぎり、ゼロ除算例外を発生さ

せないようにします。

-DATA文によってある変数が初期化され、代入等によってその値が変更されない
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—除数の値が上記の変数によって決定し、コンパイル時に、値がゼロであることが静的にわかる

(17)装置番号の決定処理の改善

プログラムの最初の入出力文における装置番号の決定処理を改善し、命令数を削減しました。

(18)配列要素引用に指定した添字の数が宣言している配列の次元数より少ないとき、警告メッセージが出力さ

れるようになりました。

(19)組込み関数SPREADの引数NCOPIESが定数でないときにインライン展開可能にしました。

(20)拡張形式の最大桁を 132桁から 2048桁に拡張しました。

(21) f90コマンドオプションと入カファイル名の順序がわかりやすくなるように、 manデータの記述を修正し

ました。

(22) 詳細オプション—0 のサブオプション overlap/nooverlap の既定値の変更
-Chopt,-Cvopt,-Csoptの時の詳細サブオプション -0のサブオプション overlap/nooverlapの既定値を

overlapから nooverlapに変更しました。

旧仕様：

-0 overlap （既定値）

-0 nooverlap 

新仕様：

-0 overlap (-Cvsafe,-Cssafe指定時の既定値）

-0 nooverlap (-Chopt, -Cvopt, -Csopt指定時の既定値）

(23)強制並列化指示オプションサポート

自動並列化で並列化されないループなどを強制的に並列化を行うための以下の指示オプションをサポー

トしました。

-PARAILEL DO [PRIVATE(変数［，変数・・］）］

-PARAILEL SECTIONS [PRIVATE(変数［，変数…］）］

SECTION 

END PAI虹 LSECTIONS 

-ATOMIC 

尚、 FOR1RAN77/SXとの互換のために以下の形式も使用できます。

-FORCEPARDO 

-FORCEPRIVATE 

-FORCEPARCASE/FORCECASE/FORCEENDCASE 

-FORCEREDUCTION 

(24)簡易性能解析機能の追加

この機能を使用することによって、手続毎の性能情報を簡単に採取することができます。

使用方法以下の通りです。

(a)測定対象のソースプログラムを f90コマンドオプション-ftraceを指定してコンパイルします。

例 f90-ftrace test.f90 
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(b)実行可能プログラムを実行します。測定結果としてカレントデイレクトリに £trace.outが生成さ

れます。

例 a.out

備考 実行時オプションとして、環境変数F_FIRACEを値YESと設定することにより、 ftraceコマ

ンドを用いずに、実行可能プログラムの終了時に、解析結果を標準エラー出カファイルヘ

出力させることもできます。

(c)ftraceコマンドを実行します。解析結果が標準出カファイルに出力されます。

例 £trace

(25)最適化時のデバッグ機能追加

-gオプションが指定された場合、最適化、ベクトル化、並列化されたオブジェクトに対して、シンボリッ

クデバッグ機能を利用可能にしました。

(26)組込み関数BOOLの追加

組込み関数BOOLが引用できるようになりました。

(27) 詳細オプション—0 の新規サブオプション nomovediv の追加
詳細オプション—O に最適化の副作用のために発生するゼロ除算例外を抑止するためのサブオプション
nomovedivが追加され、既定値が変更されました。

-0 [ !move I nomoved iv I nomovel ] 

個々のサブオプションの意味は以下のとおりです。

move ループ内の条件下にある不変式はループ外へ移動する（翻訳モード—Chopt を指定した場合
の既定値）。

nomovediv ループ内の条件下にある除算以外の不変式はループ外へ移動する（翻訳モード—Cvopt およ
び soptを指定した場合の既定値）。

nomove ループ内の条件下にある不変式はループ外へ移動しない（翻訳モード—Cvsafe および ssafe
を指定した場合の既定値）。

(28)コンパイラ指示行強化

次に示すコンパイラ指示行のオプションに整定数表現だけではなく、スカラ整数型の初期値式が指定で

きるようになりました。

LOOPCNT=n 
VWORKSZ= ln[Mlm] I (n)[Mlm] I 
1HRESHOI.D [ (n) ] 

SHAPE虚 1[, n2[, n3[, n4[, n4[, n6L n7]]]]]]) 
UNRO且[=n]
COUNT(n) 

CONCUR [ (!FOR [ =n] I BY =nl) ] 
RESERVE[=n] 
PARDO [ !BY=nlFOR[=N]I] 
CRITICAL [ =n] 
ENDCRITICAL [ =n] 
POSf[=n] 
WAIT[=n] 
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nは、スカラ整数初期値式

(29)自動並列化強化

並列化制御オプション RESERVE/RELEASEが指定されている手続きも自動並列化が行われるようになりま

した。

(30)拡張固定形式の拡張

拡張固定形式では一行に2048文字まで書けるようになりました。

(31) HPクロス版のメッセージ強化

HPクロスコンパイラでコンパイルする場合、環培変数 LANGまたはLC_MESSAGESにjapaneseを設定すれ

ば、診断メッセージをシフト JISコードの日本語で表示できます。

(32) nX形編集記述子の仕様拡張

nX形編集記述子の仕様を以下のように拡張しました。

(a) nX編集のnの省略を可能とし、省略した場合は lXと記述されたものとして認識します。

(b) nX編集の直前のカンマの省略が出来ます。

(33)ループ融合の強化

配列代入をループ融合可能にしました。

(34) -sx4/—sx5 オプションの追加

基本オプション—sx4/—sx5 を追加しました。

-sx4l-sx5 

オプションの意味は以下の通りです。

-sx4 
sx—4 向けの命令列を生成することを指定します (HW が SX-4 のときの既定値）。

浮動小数点データ形式としては、環境変数Fl.MODの指定がない場合、 -floatOが既定値となります。

-sx5 

sx—5 向けの命令列を生成することを指定します(HW が SX-5 のときの既定値）。

浮動小数点データ形式としては、 -floatOのみが使用できます。 -floatl、-float2は使用できません。

(35)拡張固定形式で99行の継続行を指定できるようにしました。

(36) UNSHARED指示オプションを追加しました。

(37) OpenMP対応

OpenMPに対応しました。 OpenMPは共有並列における並列処理プログラムの移植性を高めるために 1997

年 10月に発表された並列化仕様です。

原始プログラムの OpenMP指示行を有効にする £90コンパイルオプションは平 openmpです。

OpenMP is trademark of the OpenMP Architecture Review Board. Port ions of this product/publication 

may have been derived from the OpenMP Language Application Program Interface Specification. 

印RTRAN90/SXの機能拡張のプロダクトとして、サポートしました。
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(38)実行時エラーメッセージの追加

F _UFMTADJUSf [nn] オプションのみを指定して、いづれのデータ変換オプション (F_UFMTIEEE, 
F _UFMTFLOATI, F _UFMTFLOAT2)も指定していない場合、実行時に以下の warningメッセージを出力するよ

うにしました。

（和文） F_UFMTADJUSfオプションのみ指定された UNIT=nn

（英文） Only the F_UFMTADJUSf option is specified UNIT=nn 

(39)編集記述子の改善

編集記述子中の","の省略を可能にしました。

(40)実行時エラーメッセージの変更（英文のみ）

実行時に出力される、 114番のエラーメッセージ（英文のみ）を以下のように変更しました。

Fi le already exists UNIT=nn [FILE=name] 

(41) tremain(3F)の追加

NQSジョブの残り CPU時間を返却する tremainという FDRTRANライブラリを追加しました。

(42) #220エラーの扱いの変更

#220エラーはデフォルトではエラーとしてカウントしないように変更しました。

(43) -cが有効で、かつサフィックスが".c" , ". s" , ". f" , ". £90" , ". F" , ". F90"以外の場合に出力さ

れるメッセージを変更しました。

(44) -Neが有効な場合、ソースファイルとオブジェクトファイルが指定されていなくてもリンカを起動します。

(45) たとえソースファイルが指定されていなくても—V オプションが指定されていたら、コンパイラのバージ

ョンを出力します。

(46)単項演算子'_, を持つ整数型の最大値を式に書けるようにしました。

(47)入カソースファイルが空のファイルである場合、警告エラーを出力します。

(48)文関数の右辺に明示的引用仕様を持つ手続引用を含むことができます。

(49)文関数の右辺で構造型である仮引数の成分を引用できるようにします。

(50)組込み関数SIGNの引用において、第二引数の型が第一引数の型と一致していない場合、型変換せずに致

命的エラーを出力します。

(51)命令のスケジューリングを基本ブロック内でのみ行う詳細オプション "-0reorderrange=basic"を追加

しました。

(52)詳細オプション "-0extendreorder"を否定するオプション指示行 "-0noextendreorder"をサポートし

ました。

(53)配列にメモリのかわりにベクトルレジスタを割り当てることを指定する VREG指示行を追加しました。

仕様は以下のとおりです。

VREG(arrayl[, array2 ... ]) 

VREGは並びに指定された配列にメモリのかわりにくベクトルレジスタを割り当てることを指定する。
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コンパイラはVREG指示行を含む手続内のすべてのVREG指定された配列の参照をロード／ストアではなく、

ベクトルレジスタの参照として翻訳する。

VREG指定される配列は以下の条件を満たしていなければならない。

-1次元の明形状配列でなければならない。

ー大きさは最大ベクトルレジスタ長以下でなければならない。

-1*4, 1*8, R*4, R*8, L*4, L*8のいずれかの型でなければならない。

—仮配列でない。

- SAVE属性、ポインタ属性、 ALLOCATABLE属性、 TARG町属性のいずれも持っていてはならない。

-EQUIVALENCE結合、親子結合してはならない。

—ベクトル化可能な組み込み関数以外の手続きの実引数として現れてはならない。

—入出力並びに現れてはならない。

—ベクトル化されるループ中でのみ定義／参照されている。

—各々の定義／参照は、同じ繰り返しにおける添字の値が同じでなければいけない。

(54)文関数定義文の右辺でFORTRAN77/SXのすべての非標準の組込み関数が引用できるようになりました。

(55)以下の詳細オプションを追加しました。

-pvctl ifopt 

ループ内不変の lF構造をループネストの外側に移動する最適化を行う

-pvctl noifopt 

ループ内不変の IF構造をループネストの外側に移動する最適化を行わない

既定値は以下の通りです。

-C hoptの指定が有効な場合：―pvctlifopt 

-C hopt の指定が無効な場合：—pvctl noifopt 

(56)多次元配列の添字式が複雑な場合のベクトルオブジェクトコードを改善しました。

(57) 基本オプション—Cvsafe における詳細オプション—O のサブオプション darg/nodarg の既定値を nodarg
から dargに変更しました。

既定値は、以下のようになります。

-Chopt,-Cvopt,-Cvsafe,-Csoptが有効な場合：ー0darg(仮引数は最適化の対象とする）

-Cssafe が有効な場合：—0 nodarg(仮引数は最適化の対~良外とする）

(58) FDRTRAN77互換形式の宣言文で配列を宣言するとき、上下限に配列要素が記述できるようになりました。

例）

subroutine sub (u, d) 
integer d(3) 
double complex u(d(l),d(2),d(3)) 

(59)非 10進定数が全ての式に記述できるようになりました。

この機能を有効／無効にするための詳細オプション—p xi—p nx を追加し、—p X が指定されているとき

この機能は有効になります。

-P x/-P nxの意味は以下の通りです。

-PX : 非 10進定数表現を式の中に記述できる。

-P nx: 非 10進定数表現を式の中に記述できない。（既定値）
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(60) -R2オプション指定時に、変形リストに加えて編集リストも出力されるようになりました。

(61)組み込み関数の変更［強化］

以下に示すベクトル版紐み込み関数 SQ町は、性能改善のため計算方法を変更しました。従来の関数値と
は誤差の範囲内で差異が生じることがあります。

-floatO 
SQRT,DSQRT,RSQRT,DRSQRT 

以下のベクトル版組み込み関数は、 SQRTを呼び出しているため従来の関数値とは誤差の範囲内で差異が
生じることがあります。

-floatO 
CSQRT,CDSQRT,ASIN,ACOS,DASIN,DACOS,ASINH,ACOSH,DASINH,DACOSH 

変更前の組み込み関数は以下に保存してありますので、必要な時はこれをご利用ください。

/usr/1 ib/1 ibv90sxe_sv. a 
/SX/usr/1 ib/1 ibv90sxe_sv. a 

（セルフ）

（クロス）

使用する際は以下のオプションを指定して下さい。

-lv90sxe_sv 

暉 A:編集リスト

f90コマンドオプション

-R5 
または f90詳細オプション

-Wf"-L fmtlist" 
を指定した場合に、以下の情報がソースプログラムと共に出力されます。

・ループと配列式のベクトル化情報

• 手続インライン展開情報

・ループと配列式の並列化情報

備考
• 致命的エラーが検出されたプログラム単位には、編集リストは出力されない。
• 編集リスト中の FORTRANSTATEMENI'には INC且翻文による展開行は出力されない。
•編集リストは原始プログラム中の EJECT 文の影響を受けない。

編集リストの形式を以下に示します。

図編集リストの形式

FILE NAME: test. f90 
PROGRAM NAME: ma in 
FDRMAT LIST 

LINE LOOP 刊）R1RAN STATEMEITT 
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1: 

2: 

3: 

4: 
5: 
6: V====== 
7: 
8: P------> 
9: IV-----> 

10: 11 

11: IV-----
12: P------
13: 
14: V------> 
15: I 
16: I S 

17: V—----
18: 
19: 
20: 

各桁の説明

program main 
real, dimension(lOO) : : a, b, c 

real (kind=l6), dimension(lOO) : : q 

I cal 1 ini t (s, n) 

b=lOO. O; C=lOO. 0 

do i=l. 10 
do j=l. 100 

a (i)=a (i)+s*b (j) 

end do 
end do 

do i=l. 100 
a (i) =a (i) +c (i) 
q (i)=a(i) +l. 0 

end do 

ca 11 sub2 (q) 

end 

1-6桁：外部行番号

7-16桁：ループの範囲、ベクトル化／並列化状況

17-18桁：ベクトル化不可部分、手続インラインの表示

20-80桁：原始プログラム

以下に主なループ情報、スカラ情報、手続インライン情報の出カイメージを示します。

1. ループ全体がベクトル化された場合

V------> 

I 
V------

do i=l,100 
a(i)=b(i)+c(i) 

enddo 

2. ループが部分ベクトル化された場合

V------> 

I 
I S 

V—----

do i=Ln 
a (i) =b (i) +c (i) 
print *, a(i) 

enddo 

ベクトル化不可の処理がある行には "S"が表示される。

3. ベクトル化されなかった場合。

+---> do i=L 10 
print *, a(i) 

+--- enddo 

4. ループが並列化された場合

P—----> do i=l, n 

I 
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P------ enddo 

5. 配列式をベクトル化した場合

real, dimension(lOO):: a, b, c 
V======= a=b+c 

ループの先頭と最後が同じ行である場合、そのループ構造は'='で表示される。

6. 多重ループが一重化された場合

W—----> do i=l,10 
I*-----> do j=L 20 
II 
I*----- enddo 

W—---- enddo 

7. 多重ループにおいて、ループの入れ換えが行われた場合

X------> do i=L 100 
I+-----> do j=L 10 
II 
I+----- enddo 

X—---- end do 

8. 手続呼び出しがインライン展開された場合

I call sub(a, b, c) 

インライン展開された手続がある行には "I"が表示される。

付録B: コンパイラ指示行

コンパイラ指示行に対して以下のような機能が強化されました。

—指示オプションの有効範囲を手続の終わりまでにする CDIRR 指示行の追加
—配列のベクトル化／自動並列化を制御するための並列化指示オプション ARRAY の追加
ーループの自動並列化の制御を行う CONCURのサブオプション BY=n爪）R[=m]の追加

以下に、強化された機能の説明を記述します。

1. コンパイラ指示行の形式

コンパイラ指示行は特別な注釈行の形式をしており、コンパイラオプション壻f"-dir"(既定値）指定時
に有効となる。

-Wf"-Ndir"指定時は通常の注釈行として扱われる。

コンパイラ指示行が書ける場所ば注釈行と同じである。

開始行の第1桁から第6桁までの文字が'!CDIR ", "! CD IRR", "*CDIR ", "*CD IRR"のいずれかである行
をコンパイラ指示行とする。
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• 自由形式の場合

コンパイラ指示行

• 固定形式の場合

! !CDIRICDIRR! コンパイラ指示オプション並び

コンパイラ指示行 ： ! lCDIRICDIRR! コンパイラ指示オプション並びあるいは*lCDIRI CDIRR! コ

ンパイラ指示オプション並び

制約：

・ARRAY指示オプションおよび並列化制御オプションは、コンパイラ指示オプション並びの中に、他の

コンパイラ指示オプションと一緒に指定してはならない。

• 以下のコンパイラ指示オプションは、 "!CDIRR"指示行のコンパイラ指示オプション並びに現われては

ならない。

ASSERT 
OVERLAP/NOOVERLAP 
PERMITTATION 
IEXPAND/NEXPAND 
並列化制御オプション

ーコンパイラ指示行の例

!CDIR VECTOR 
!CDIRR VECTOR.CONCUR 

備考

FDR1RAN77/SXとの互換のために、以下の形式ば'!CDIRコンパイラ指示オプション並び＇と同等で

あるとみなされる。

*VDIRコンパイラ指示オプション並び

*PDIRコンパイラ指示オプション並び

*ODIRコンパイラ指示オプション並び

*ODIRLコンパイラ指示オプション並び

以下の形式は "!CDIRRコンパイラ指示オプション並び’と同等であるとみなされる。

*ODIRRコンパイラ指示オプション並び

2. コンパイラ指示オプションの有効範囲

・CDIR指示行に指定されたコンパイラ指示オプションの有効範囲

1)以下のコンパイラ指示オプションは直後に現われる最初の実行文に有効となる。

ASSUME/NOASSUME, LOOPCNT, SHAPE,UNRO且,/NOUNRO且,,ZCHECK/NOZCHECK, 
手続名の指定がない !EXPAND,手続名の指定がないNEXPAND,
ALTCODE/NOALTCODE, ASSOC/NOASSOC, COMPRESS/NOCOMPRESS, DIVLOOP /NODIVLOOP, 
LOOPCHG/NOLOOPCHG, LSTVAL/NOLSTVAL, NODEP, SHORILOOP, SPARSE/NOSPARSE, 
SPLIT/NOSPLIT, VECTOR/NOVECTOR, VERRCHK/NOVERRCHK, VLCHK/NOVLCHK, 
VWORK, VWORKSZ, 
ARRAY, CNC肛 CONCUR/NOCONCUR,INNER/NOINNER, SELECT, SKIP, 
SYNC/NOSYNC, 1HRESHOLD/NOTHRESHOLD 

2)以下のコンパイラ指示オプションは、そのコンパイラ指示オプションが指定された有効域内で有効

である。
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OVERLAP/NOOVERLAP, PERMIJfATION, IEXPAND(手続名）， NEXPAND(手続名）

3) ASSERT指示オプションは、有効域内で、 ASSERT指示オプションの指定された位置より後に現われる
すべての実行文に対して有効である。

・CDIRR指示行に指定されたコンパイラ指示オプションの有効範囲

CDIRR指示行に指定されたコンパイラ指示オプションは、指示行が指定された有効域内（手続からそこに
含まれる内部手続を除いた部分）で、その CDIRR指示行より後に現われる全ての実行文の直前に指定さ
れたものと見なされる。

CDIRR指示行で指定されたコンパイラ指示オプションと、 CDIR指示行で指定されたコンパイラ指示オプ
ションが競合する場合、 CDIRR指示行で指定されたものが有効となる。

ある CDIRR指示行で指定されたコンパイラ指示オプションが他のCDIRR指示行で指定されたものと競合
している場合、最後に現われたCDIRR指示行で指定されているものが有効となる。

CDIRR指示行の例

!CDIRR NOVE訂DR,NOUNRO且J

A (:) =B (:) +C (:) 
DO I=l.N 
D(I)=E(I)+l. 0 

ENDOO 
!CDIRR VE⑳ R 

X(:)=Y(:)+Z(:) 

3. コンパイラ指示オプション

・ARRAY (cl[, c2 ... ]) 

! NOVECTERとNOUNROU,が有効となる

! NOVECTERとNOUNRO且、が有効となる

! VECTORとNOUNROLLが有効となる

直後の文に現れる配列式に対して、ベクトル化または並列化を次元をどのように選択するかをコンパ
イラに指示する。

enは以下のいずれかである。

S: n次元目はベクトル化も並列化も行わないことを指定する。

V: n次元目はベクトル化を選択することを優先する。

P: n次元目は並列化を選択することを優先する。

*: n次元目に対してはベクトル化／並列化の優先の指定はしない。

括弧内の項目数がN個のARRAYオプション、すなわち ARRAY(cl,c2,... cN)は、 N次元の配列式に対
してだけ有効となる。

このオプションは実行文の現われることのできる場所に指定されたコンパイラ指示行
内にのみ指定できる。

ARRAYは、単独で指定されなければならない。

すなわち、一つの指示行内に、他のコンパイラ指示オプションと同時に指定したり、
複数のARRAYオプションを並べて指定したりはできない。

直後に現れる最初の実行文中に配列式が現われない場合、この指定は無効となる。

ARRAY指示オプションの例
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!CDIR ARRAY(*,P,V) 
! CDIR ARRAY (S, V) 

C叫 SUB(A (: , : , :) +C (: , : , :) , X (: , :) *Y (: , :)) 

配列式 A(:,:,:)+C(:, :, :)において、 2次元目に対して並列化、 3次元目に対してベクトル化を優

先して選択することを指定する。

配列式 X(:,:)+Y(:, :)において、 1次元目はベクトル化も並列化も行わず、 2次元目に対してはベ

クトル化を優先して選択することを指定する。

・CONCUR (!BY =n I FOR[ =m] I) /NOCONCUR 

直後の文に現れる配列式またはDOループに対して、自動並列化を行う (CONCUR)/行わない(NOCONCUR)

ことを指定する。

CONCURはループの並列化を許可するが、強制するものではない。

NOCONCURはループの並列化を禁止する。既定値はCONCURである。

CONCURのサブオプション BY=n、FOR[=m]はループの並列化方法を指定する。

BY手が指定された場合、ループは PARDOBY=nで自動並列化される。

FOR[ =m]が指定された場合、ループは PARDOFOR[=m]で自動並列化される。

BYおよび FORの指定がない場合、ループの並列化方法はコンパイラオプション壻f"-pvctl

by=n/for[=n]"の指定にしたがう。

(PARDO BY=nおよび PARDOFOR=mの説明については「FORfRAN90/SX並列処理機能利用の手引」を参

照）

このオプションは実行文の現れることのできる場所に指定されたコンパイラ指示行内

にのみ指定できる。

直後に現れる最初の実行文中に配列式が現れず、しかもその文が DO文でもない場合、この指定は無

効となる。

CONCUR指示オプションの例

!CDIR CONCUR(FOR=4) 
DO l=l, 100 
DO J=l,N 
A(J, I)=B(J, I)+C(J, I)*2. 0 

ENDDO 
ENDDO 

↓ 自動並列化

!CDIR PARDO FOR=4 
DO l=l, 100 
DO J=l,N 
A (J, I) =B (J, I) +C (J, I) *2. 0 

ENDDO 
ENDDO 
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⑦
 

(2000.1.11 No.296) 

MARC6.2から 7.3、及びMENTAT3.lから 3.3にバージョンアップしましたのでお知らせします。

MARC7.3の利用方法

sx40にログイン

/usr/local/appl i/marck73 opt ions 

MENfAT3.3の利用方法

indigoOlにログイン

/usr2/local/appl i/mentat330 

（システム管理掛）

⑧
 

(2000.1.11 No. 296) 

分子軌道設計ツール「Gaussian98」を演算サーバ Exemplarにインストールしましたので
ご利用ください。なお、 Gaussian94も今までどおりご利用いただけます。

［利用方法］

1 . Vis叫 ize (visOl~visl0,visd01,visd02) にログインします。

2. 環境設定を行ないます。

visO 1 % ij~i~,ijitti1R,!~t'.(-i'.{i'tm~iiivi~s~~ 
visO 1 %~~~RYG:~WSS!iE~Dl~Z~PU設8

3 . 解析データが存在するディレクトリを環境設定します。

（例）解析データが存在するディレクトリヘ移動し環境設定する場合

vis01% c~g~~ ゃd江 …… 解析データのあるディレクトリヘ移動
vis01% 

4. 実行

queue_name 

inputfile 

outputfile 

実行するキュー名を指定する。

hp_p2,hp_p4,hp_p8のいずれかを指定する。

入カデータファイル名。オプション(-i)を使用。

解析結果を出力するファイル名。オプション(-o)を使用。

（例）

%g§ijJi{~g'.,jp~~~ ~i, £~ 就~ijij\ftjill$'.tij~jiijij 

入カデータファイル test94、出力結果ファイル名を list94を指定。
キューは hp_p2を使用。

（業務掛）
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